
ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
に
つ
い
て

問
犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
の
内

容
は
。

答
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
で
は
、

国
民
の
誰
も
が
犯
罪
被
害
者
等

と
な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
た
め
の

施
策
、
犯
罪
被
害
者
等
が
そ
の
受
け
た

被
害
を
回
復
し
、
ま
た
は
軽
減
し
、
再

び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
基

本
理
念
を
定
め
、
国
•
地
方
公
共
団
体

及
び
国
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

問
支
援
制
度
で
の
、
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
県
内
市
町
村
の
制
度
や
見
舞
金

の
支
給
内
容
な
ど
を
調
査
、
研

究
、
精
査
し
て
、
本
市
の
条
例
案
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
後
、
議
会
に
議
案
と

し
て
提
出
す
る
。
犯
罪
被
害
者
等
の
方

に
対
し
て
は
親
身
に
な
り
、
寄
り
添
い

な
が
ら
相
談
を
受
け
、
国
・
県
、
警
察

な
ど
と
連
携
し
、
社
会
全
体
で
支
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

問
台
風
７
号
で
開
設
し
た
避
難
所

に
は
、
自
家
発
電
設
備
は
設
置

し
て
あ
る
の
か
伺
う
。

答
今
回
４
か
所
の
避
難
所
を
開
設

し
た
が
、
施
設
全
体
の
電
源
を

賄
う
こ
と
が
で
き
る
非
常
用
の
自
家
発

電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
海
上

公
民
館
の
み
。

問
停
電
で
エ
ア
コ
ン
が
使
用
で
き

な
く
な
る
と
、
高
齢
者
や
持
病

を
持
つ
人
達
に
は
と
て
も
つ
ら
い
と
思

う
。
ま
た
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
も
高
く

な
る
の
で
、
全
て
の
避
難
所
に
自
家
発

電
設
備
の
設
置
を
要
望
し
た
い
。

答
避
難
所
の
電
源
の
確
保
は
重
要
。

今
後
の
課
題
と
し
て
調
査
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
災
害
時
の
よ
う
な
緊
急
な
場
合

に
は
、
リ
ー
ス
の
発
電
機
で
の

対
応
は
可
能
か
伺
う
。

答
リ
ー
ス
の
エ
ア
コ
ン
と
発
電
機

に
つ
い
て
も
、
先
進
事
例
等
を

参
考
に
、
今
後
の
課
題
と
し
て
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
旭
市
七
夕
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

◦�

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い

て
◦
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

 

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

問
高
齢
者
紙
お
む
つ
給
付
対
象
者

の
人
数
と
要
件
は
。

答
昨
年
度
の
給
付
対
象
者
は
２
１

１
人
。
給
付
要
件
は
、
65
歳
以

上
の
市
民
税
非
課
税
の
方
で
、
ね
た
き

り
状
態
で
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
に
介

護
を
要
す
る
方
や
、
認
知
症
の
た
め
常

時
失
禁
状
態
に
あ
る
方
。

問
今
後
、
介
護
認
定
２
か
ら
給
付

す
る
な
ど
、
給
付
要
件
を
緩
和

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
給
付
対
象
拡
大
の
予
定
は
な
い

が
、
高
齢
者
人
口
や
世
帯
構
成

の
動
向
な
ど
を
見
据
え
つ
つ
、
介
護
に

携
わ
る
方
の
意
見
や
近
隣
市
町
の
状
況
、

財
政
面
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
て
い
き

た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）に
つ
い
て

問
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）の
講
習
会
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
昨
年
度
は
73
回
で
１
２
５
８
名
、

今
年
度
は
８
月
ま
で
で
38
回
、

６
３
５
名
に
対
し
て
講
習
を
行
っ
た
。

問
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士
講
習
会
を

５
・
６
年
生
の
授
業
で
実
施
で

き
な
い
か
。

答
現
在
、
本
市
に
お
い
て
、
ジ
ュ

ニ
ア
救
命
士
制
度
は
な
い
が
、

学
校
よ
り
依
頼
が
あ
れ
ば
、
小
学
校

５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
救
命
講
習

を
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
。
幼
少
期
よ

り
命
の
大
切
さ
、
救
命
に
つ
い
て
触
れ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
胸
骨
圧
迫
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
自

動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の
導
入

は
で
き
な
い
か
。

答
旭
市
管
内
に
お
い
て
は
、
傷
病

者
の
搬
送
先
は
ほ
と
ん
ど
が
旭

中
央
病
院
で
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必

要
と
す
る
事
案
で
あ
っ
て
も
、
比
較
的

短
時
間
で
病
院
へ
収
容
で
き
て
い
た
こ

と
か
ら
、
導
入
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
機
器
の
有
効
性
と
、
救
急
隊

員
が
傷
病
者
と
接
触
す
る
時
間
を
短
く

す
る
こ
と
が
で
き
、
救
急
隊
員
の
感
染

防
止
も
図
れ
る
こ
と
か
ら
、
導
入
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
排
水
路
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

◦
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て

◦�

冷
水
機
・
給
水
ス
タ
ン
ド
の
設
置
に

つ
い
て

◦
高
等
学
校
へ
の
支
援
に
つ
い
て
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